
【下地位置参考図】（木材の品質上、数㎜程度の誤差がある場合がございますのでご注意ください。）
・工具やボンドを使用される場合は、各取扱説明書に従いご使用ください。

枠にぶつかってドアが閉まらない場合

固定用ねじの調整
ドライバーを使い、固定用ねじを緩めます。

室内は下地のある位置が限られています。
カーテンレールや額縁等を固定する場合は、下地の位置を
確認してください。

壁面に入っている下地を探す器具（左図）

※器具の先端に針が付いているので、取扱いには十分注意する
ようお願いします。

下地がないとビスが固定できず、カーテンレール等が取り付け
られません。

カーテンレールご購入の際は、必ず事前に取付場所の「 下地 」をご確認ください。
間取りや、場所によりカーテンレールが設置できない場合がございます。
下地探し専用器具等を用いて、下図を参考に下地のある位置をご確認ください。
※カーテン業者様と打合せを行う際は、このページを基にカーテン業者様とお打合せください。

※下地にしっかり固定させるには、長さ3～4cmの取付ビ
スの使用を推奨しております。カーテンレールの商品に
よっては、付属のビスが短く下地にしっかり固定されない
場合がございます。
※窓まわりに壁面やエアコン、クローゼットなど、干渉する
ものが無いかについてもご確認ください。装飾レールなど
でキャップ・ギボシが大きいものは、特にご注意ください。
（右記の図参照）

建具は開閉を繰り返すことで、枠にドアが当たりやすくなります。
その場合は、下記の手順で調整をします。

ドアの開閉確認を行い、
調整が出来たら固定用ねじを締めます。

左右調整ねじの調整
固定用ねじを緩めたら、
左右調整ねじを左に回し調整します。

下地探し・壁/カーテンレール等

カーテンレール取付け場所の下地確認方法

室内ドア・蝶番の調整①

室内ドア（片開き）の調節

室内ドア左右の調整

調整方法①

調整方法②

調整方法③

住宅にお住まいのうえでのお願い 室内ドア（片開き）の調節

エアコン

クローゼットや
アコーディオンドア

壁面

枠と下地の間には
必ず隙間があります

固定用ねじ

左右調節ねじ

拡大写真は、下地の目安を
表しております。
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